






















































外的変化 : 例 : 時刻や季節が一定の段階に達したことを意味する。（日韓蒙ﾔｸ
土ｼﾝ独）















































































 １． ナル表現： 春に なった。
  ［到達点］ ［自動］
  スル表現： Spring has come. 
  ［主語］ ［自動］
　しかし、英語の「ナル的表現」という観点から見直すと、次のような問題が顕
在化する。
 １’ It’s spring.
  It turned spring 
　１のスル表現である “Spring has come.” は実際には文学的で古めかしく、口語
的でないため、普段は使われず、１’ のように ’be’ あるいは ’turn’ を用いるのが
一般的だという。１’ の ’be’ は時間的経過を伴わないコピュラ、つまり「デアル」
を意味するが、逆にこの場合に使えることは時間的経過の意味を内在させている
可能性がある。また１’ の ”turn” は変化過程に視点が置かれる表現で、これはま
さに「ナル」の語彙的意味を表す。同様に、
 ２ 私は来年 40 歳になります。
  I’m going to be forty next year.
  I’m turning forty next year.
　２の場合、’going to be’ は未来時における事態の「デアル」を表し、’be turn-










 生 sheng ：生む「生孩子」・生まれる「孩子生」・成長する・生きる・火を起こす
 成 cheng ：成就する・～となる・承諾
 変 bian ：変わる・変化する・～になる
 化 hua ：変わる / 変える・変化する / させる





 生 sheng ：生む・生まれる・成長する … be born, bear, grow
 成 cheng ：成就する ……………………… develop, achieve 
 変 bian ：変わる・変化する …………… become, get［口語的］，
 化 hua ：変わる / 変える ……………… turn, change,





































































































　本稿は、科研費 28 年度～ 31 年度基盤研究 C 16K00217「『ナル表現』の認知言
語学的研究―類型論を視野に入れて－」に基づく研究である。
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